
即身成仏
そくしんじょうぶつ

義
ぎ

 
空 海 著 

                       (抜粋文) 

 

■【原書訓読】■■■■■■■( )＝参考注釈■ 

… 

「金剛
こんごう

頂
ちょう

経
きょう

」に説かく、 

「この三昧
ざんまい

を修する者は、現に仏
ぶつ

菩提
ぼ だ い

を証す」 

「当
まさ

に知るべし、自身すなわち金剛界
こんごうかい

となる。自

身金剛となりぬれば、堅実にして傾壊
きゃうえ

なし。我、

金剛
こんごう

身
しん

となる」 

… 

「大日経
だいにちきょう

」にいはく、 

「この身を捨てずして神境通
じんきょうつう

を逮
たい

得
と く

し、大空
だいくう

位
い

に

遊歩
い う ぶ

して、しかも身
しん

秘密
ひ み つ

を成ず」 

「この生に於いて悉地
し っ ぢ

に入らんと欲
おも

はば、その

所応
しょおう

に随
したが

つてこれを思念せよ。 親
まのあた

り尊
そん

の所
みもと

に

於て明法を受け、観察し相応すれば成就を作
な

す」 

… 

 



頌
じゅ

にいはく。 
 

六
ろく

大
だい

無碍
む げ

にして常に瑜伽
ゆ が

なり……体   

四種
し し ゅ

曼
まん

茶
だ

各
おのおの

離れず………………相 

三
さん

密
みつ

加持
か じ

すれば速疾
そくしつ

に顕
あら

はる………用   

重 重
ぢゅうぢゅう

帝網
たいもう

なるを即
そく

身
しん

と名づく………無碍 
 

法
ほう

然
ねん

に薩
さ

般若
はんにゃ

を具足して   

心数心王
しんじゅしんわう

刹
せつ

塵
ぢん

に過ぎたり 

各五
ご

智
ち

無際
む さ い

智
ち

を具す   

円
えん

鏡力
きょうりき

の故に実
じつ

覚
かく

智
ち

なり……………成仏 
 

この二頌
じゅ

八句をもって即身成仏の四字を歎ず。

すなわちこの四字に無辺の義を含
がん

ぜり。一切の

仏法はこの一句を出でず。故に略して両
りょう

頌
じゅ

を樹
た

てて無辺の徳を顕
あら

はす。 

… 

 

(六大
ろくだい

無碍
む げ

常
じょう

瑜伽
ゆ が

) 

…真言者(心)円壇
えんだん

(空)を先ず自体に置け 

足より臍
ほぞ

に至るまで大金剛輪(阿字／地)を成

じ、これより心
むね

に至るまで当
まさ

に水輪を思惟す



べし、水輪の上に火輪あり、火輪の上に風輪

あり。 

…かくの如くの六
ろ く

大法界
だいほっかい

体性所
たいしょうしょ

成
じょう

の身は、

無障
む し ょ う

無碍
む げ

にして互相
た が ひ

に渉入相
しょうにゅうそう

応
おう

し、常住不

変にして同じく実際に住せり。故に頌
じゅ

に「六大

無碍常瑜伽
む げ じ ょ う ゆ が

」といふ。無碍とは渉入
しょうにゅう

自在
じ ざ い

の義な

り。常とは不動
ふ ど う

不壊
ふ え

等の義なり。瑜伽
ゆ が

とは翻じて

相応
そうおう

といふ。相応渉入はすなわちこれ即の義

なり。 

 

(四種
し し ゅ

曼荼
ま ん だ

各
かく

不離
ふ り

) 

…「大日経」に説かく、 

「一切如来に三種の秘密身あり。いはく、字
じ

、

印
いん

、形像
ぎやうざう

なり」と。 

「字とは法曼荼羅なり。印とは、いはく、種種

の幖
へう

幟
じ

、すなはち三昧耶
さ ん ま や

曼荼羅なり。形
ぎやう

とは

相好
さうがう

具足
ぐ そ く

の身
しん

、すなはち大曼荼羅なり。この

三種の身に各威儀
おのおのいぎ

事業
じ ご ふ

を具す。これを羯磨
か つ ま

曼荼羅と名づく。これ四種曼荼羅なり。」 

…猶
なほ

し空光
くうくわう

の無碍にして逆
さか

へざるが如し。故

に「四種曼荼各不離」といふ。不離はすなは



ちこれ即
そ く

の義なり。 

 

(三密
さんみつ

加持
か じ

速疾
そくしつ

顕
けん

) 

…三密とは一には身
しん

密
みつ

、二には語
ご

密
みつ

、三には

意
い

密
みつ

なり。法仏の三密は甚
じん

深
じん

微細
み さ い

にして等覚

十地も見聞
けんもん

すること能
あた

はず。故に密といふ。

一一の尊等しく刹
せつ

塵
ぢん

の三密を具して、互相
た が ひ

に

加入し彼此摂持
ひ し せ ふ ち

せり。衆生の三密もまたかく

の如し。故に三密加持と名づく。もし真
しん

言行
ごんぎょう

人
にん

あつてこの義を観察
くわんさつ

して、手に印
いん

契
げい

を作
な

し、口に真言を誦
じゅ

じ、心三摩地
さ ん ま ぢ

に住すれば、

三密相応して加持するが故に、早く大悉地
だ い し つ ち

を

得。 

…この毘盧
び る

遮那仏
し ゃ な ぶ つ

(大日如来)の三字の真言

( ・ ・ )、共に一字にして無量なり。 

…もし人あって法則
ほうそく

を闕
か

かずして昼夜に精進

すれば、現身に五
ご

神通
じんつう

(天眼通
てんげんつう

・天
てん

耳通
に つ う

・他
た

心
しん

通
つう

 

・神境通
じんきょうつう

・宿命通
しゅくみょうつう

)を獲
かく

得
と く

す。漸次
ぜ ん じ

に修練
しゅうれん

すれ

ば、この身を捨てずして進んで仏
ぶつ

位
い

 (如来/菩薩

/明王/天部) に入る。具
つぶさ

には経に説くが如し。 



…この義に依るが故に「三密
さんみつ

加持
か じ

速疾
そくしつ

顕
けん

」と

いふ。加持とは如来の大悲
だ い ひ

と衆生の信心
しんじん

とを

表はす。仏
ぶつ

日
じつ

の影、衆生の心
しん

水
すい

に現ずるを加
か

といひ、行者の心水、よく仏日を感ずるを持
じ

と

名づく。行者もしよくこの理
り

趣
し ゅ

を観念すれば、

三密相応するが故に、現身に速疾に本有
ほ ん ぬ

の

三身(法身・報身・応身)を顕現し証
しょう

得
と く

す。故に

「速疾顕」と名づく。常の即時
そ く じ

即日
そくじつ

の如く、即
そ く

身
しん

の義もまたかくの如し。 

 

(重 重
ぢゅうぢゅう

帝網
たいもう

名
みょう

即
そく

身
しん

) 

…これすなはち譬
ひ

喩
ゆ

を挙げてもつて諸尊の刹

塵の三密、円
えん

融
ゆう

無碍
む げ

なることを明かす。 

…かくの如く等の身は、縦横
じゅうおう

重重
じゅうじゅう

にして、鏡

の中の影像
けいぞう

と燈光
と う こ う

の渉入
しょうにゅう

との如し。彼の身

すなはちこれこの身、この身すなはちこれ彼の

身、仏身すなはちこれ衆生身、衆生身すなは

ちこれ仏身なり。不同にして同なり、不異にし

て異なり。 

… 

(法
ほう

然
ねん

具足
ぐ そ く

薩
さ

般若
はんにゃ

)   



…「大日経」にいはく「我は一切の本初
ほんじょ

なり。号し

て世所
せ し ょ

衣
え

(世間のよりどころ)と名づく。説法等比

なく、本寂にして上あることなし」と。 

…「我
が

覚本
かくほん

不生
ぶしょう

ないし遠離於
お ん り お

因縁
いんねん

」の偈
げ

、及び

「諸法本
しょほうほん

不生
ぶしょう

ないし因業
いんごう

等
とう

虚空
こ く う

」、かくの如く等

の偈
げ

は、みな法
ほう

然
ねん

具足
ぐ そ く

の義を明かす。 

…法
ほう

然
ねん

といふは、諸法自然にかくの如くなること

を顕
あら

はす。具足とは成就の義、…薩
さ

般若
はんにゃ

とは梵

語なり。…翻じて一切
いっさい

智
ち

智
ち

といふ。… 

 

(心数心王
しんじゅしんわう

過
か

刹
せつ

塵
ぢん

 各具
か く ぐ

五
ご

智
ち

無際
む さ い

智
ち

)   

…心王とは法界体性
ほっかいたいしょう

智
ち

等なり。心数とは多一
た い ち

識
しき

(多・区別と、一・平等との相対を認めている識)なり。

各具
か く ぐ

五
ご

智
ち

とは、一一の心王心数に各各にこれあ

ることを明かす。無際智とは、高広
かうくわう

無数
む し ゅ

の義なり。 

 

(円
えん

鏡力
きょうりき

故
こ

実
じつ

覚
かく

智
ち

) 

…いはく、一切の色像
しきざう

のことごとく 

高台
たかだい

の明 鏡
みやうきやう

の中に現ずるがごとく 

如来の心鏡もまたかくの如し。… 



■【頌
じゅ

の意訳】■■■■■■■■■(解説)■ 

(即身の詩) 
 

1-身の実体 

六大
ろくだい

(＊)をもってあらわす宇宙の命は、その

活動を妨
さまた

げさえぎるものがなく、たがいに結
むす

びつき合い、常に 瑜伽
と け あ

(＊)っている 
(＊)六大  

身心一如の法界
あまつち

の躰
いの

性
ち

を示したもの 

・地  阿
あ

字
じ

諸法本
しょほうほん

不生
ぶしょう

(大円
だいえん

鏡
きょう

智
ち

/仏性具足) 

・水  縛字離
ば じ り

言説
ごんぜつ

(平等性
びょうどうしょう

智
ち

/般若の智慧) 

・火  清浄
しょうじょう

無垢
む く

塵
ぢん

(妙
みょう

観察
かんさつ

智
ち

/因縁の観察) 

・風  因業
いんごう

不可
ふ か

得
と く

(成
じょう

所作
し ょ さ く

智
ち

/無我の働き) 

・空  等
と う

虚空
こ く う

(法界体性
ほっかいたいしょう

智
ち

/宇宙の根源) 

・識  我
が

覚
かく

(心識の作用で、悟りの智となる) 

(＊)瑜伽
ゆ が

 

梵語でYoga、相応・こたえあい・とけあうこと 

  

2-身の実相  

四種の曼荼羅
ま ん だ ら

(＊/さとりのよ)それぞれは、真
しん

実相
じつそう

をあらわし、相互に深く連携
れんけい

しあって、 

そのままに離
はな

れることがない 

 

 

 

 

 

 



(＊)四種曼荼羅 

・法
ほう

曼荼羅 (字) 

・三昧耶
さ ん ま や

曼荼羅 (印) 

・大
だい

曼荼羅 (形) 

・羯磨
か つ ま

曼荼羅 (字・印・形の身に具す各事業) 

  

3-身の妙用  

人間の動作の三密(身体・言葉・意のはたら

きらき)を一心に、ホトケの動作(三密)と通じ

させようとすれば、それが不思議な働きによっ

て応じ合うとき(＊加持)、速
すみ

やかに悉地
し っ じ

(＊か

ないごと)が現れる。 
(＊加持) 

ホトケの大悲の力が人びとに加わり、人びとの 

信心がホトケのそれに応じて、互いに感応する

こと。ホトケの不思議なはたらき。 

(＊悉地) 

シッディ siddhi 密教の行法・実修を行って

その修行の目的が成就すること。 

 

4-身の無碍  

あらゆる一切の身が帝網
たいもう

(＊)の珠さながらに

幾重にも重なり合いながら映し合い、照り合

うのを、名づけて即身(この身このまま)という 
(＊)帝網 



帝釈天の宮殿に張りめぐらされているという網  

 

(成仏の詩) 
 

5-法爾の成仏  

あらゆるものは法
ほう

爾
に

自然
じ ね ん

(あるがまま自然と

そうなる)に、すべてを知る智(薩
さ

般若
はんにゃ

)を具
そな

え

ており、量り知れないほど多くのホトケの姿を

している 
 

6-心識の無数  

その本初仏の表現であるすべての人々には、

心数
しんじゅ

(心の作用)、心
しん

王
わう

(心そのもの)がそなわ

っており、それは際限なく無数に存在している 
 

7-輪円の正智  

その心識そのものが転じて智となるが故に、 

各々、如来の五つの智慧(＊)と無限のはたら

き(無際智)か゜十分に備わっていて欠けること

がない 
 

8-成仏の所由  

その智慧をもって一切を現じ、すべてを明ら

かな鏡のように照らすとき、真理に目覚めた

智者となる 

 



声
しょう

字
じ

実相
じっそう

義
ぎ

 
空 海 著 

                       (抜粋文) 

 

■【原書訓読】■■■■■■■( )＝参考注釈■ 

… 

それ如来の説法は、必ず文字
も ん じ

に藉
よ

る。文字の所

在は、六
ろく

塵
ぢん

その体なり。六塵の本
もと

は、法仏
ほうぶつ

(絶対

真理を身体とする仏・大日如来)の三
さん

密
みつ

(身体の秘

密・言葉の秘密・意の秘密)すなわちこれなり。

平等
びょうどう

の三密は、法界
ほふかい

に遍じて常
じょう

恒
ごう

なり。五
ご

智
ち

四身
し し ん

(自性法身、受用法身、変化法身、等流法身)

は、十界
じつかい

に具して欠けたることなし。 

… 

声字実相とは、すなわちこれ法仏平等の三

密、衆生
しゅじょう

本有
ほ ん ぬ

の曼
まん

茶
だ

なり。 

… 

内外
な い げ

の風気、わずかに発すれば、必ず響くを

名づけて声
こえ

といふなり。響
ひびき

は必ず声に由
よ

る。

声はすなはち響の本
もと

なり。声発
おこ

つて虚
むな

しから

ず。必ず物の名を表するを号して字といふな



り。名は必ず体を招く、これを実相と名づく。

声と字と実相との三種
さんじゅ

、 区
まちまち

に別れたるを義と

名づく。 

… 

頌
じゅ

にいはく。 

 

五大
ご だ い

にみな響
ひびき

あり……………声体尽  

十界
じゅっかい

に言語
ご ん ご

を具
ぐ

す……………真妄字極     

六
ろ く

塵
ぢん

ことごとく文字
も じ

なり………内外字表  

法
ほっ

身
しん

はこれ実相
じっそう

なり…………実相窮  

 

■【頌
じゅ

の意訳】■■■■■■■■■(解説)■ 

 
1-声の体 

万物を構成する五種の存在要素(＊五大
ご だ い

)には、

その働きとしての声響、みなに響きがある 

(＊五大
ご だ い

) 働き 

・地   黄・宇宙の本体
ほんたい

のゆるぎなき働力 

・水   白・言説の分別
ぶんべつ

を洗浄する働力 

・火   赤・あらゆる穢
けが

れを焼き清める働力 

・風   黒・全ての原因
因

・条件
縁

を吹き払う働力 

・空   青・遍在
へんざい

で妨げなく自由である働力 

 

 

 

 

 
 



(＊五大) 五智 

・地  大円
だいえん

鏡
きょう

智
ち

…鏡の如く万物をあらわす智慧  

・水  平等性
びょうどうしょう

智
ち

…万物の平等を観じる智慧  

・火  妙
みょう

観察
かんさつ

智
ち

…万物の差別相を観ずる智慧  

・風  成
じょう

所作
し ょ さ く

智
ち

…なすべきことをなしとげる智慧  

・空  法界体性
ほっかいたいしょう

智
ち

…真理の世界の本性を明ら 

かにする智慧  

 
2-文字の真妄 

十種の世界(＊十界
じゅっかい

)は、言語を具し、言葉をも

っている 

(＊十界
じゅっかい

) あらゆる生命の存在領域 

・地獄
ぢ ご く

界…恐怖に苛
さいな

まれる世界 

・餓鬼
が き

界…強欲と飢餓
き が

の世界 

・畜生
ちくしょう

界…欲望のまま生き死ぬ世界 

・修羅
し ゅ ら

界…妄念と闘争だけの世界 

・人間
にんげん

界…人間の住む世界 

・天
てん

人
じん

界…喜びの世界に住む人 

・声聞
しょうもん

界…教えを聞き解脱する者 

・縁
えん

覚
かく

界…ひとりでに解脱する者 

・菩薩
ぼ さ つ

界…衆生と共に歩む行者 

・仏
ほとけ

界……仏陀、目覚めた者 

 

 

 

 

 
 

六

道 

輪

廻 

の 

世

界 

 



3-内外の文字 

六種の認識対象(＊六
ろく

塵
じん

)は、その体性の意味を

あらわす、ことごとく文字である 

(＊六
ろく

塵
じん

) 六境ともいう/迷妄・煩悩を起こす対象 

・色
しき

 （色、形）  ←眼識 

・声
しょう

 （声、音）  ←耳識 

・香
こう

 （香、匂い）←鼻識 

・味
み

 （味）     ←舌識 

・触
そく

 （感触）   ←身識 

・法
ほう

 （こころ）  ←意識 

 

4-実相の体性 

五大と六塵と十界とを貫く体性が法
ほっ

身
しん

(＊)にし

て、そのはたらきは実相であり、真理の体現者は

あるがままのすがたである 

(＊法
ほっ

身
しん

) 

宇宙すべての存在の根源である、永遠不変の真 

理そのものを身体とするホトケ(大毘盧
だ い び る

遮那
し ゃ な

如来
にょらい

/ 

大
だい

日
にち

如来
にょらい

)。 

 

 

 

 

(参考) 

↓般若心経の教説 

無
む

眼
げん

耳鼻
に び

舌
ぜつ

身
しん

意
にい

 

無
む

色声
しきしょう

香味
こ う み

触法
そくほう

 

無
む

眼界
げんかい

乃至
な い し

無
む

意識界
い し き か い

 

… 
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